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１ 戦略的な観光地域づくり 

 

（１）戦略的な観光地域づくりの体制整備（日本版ＤＭＯ） 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ＩＣＴを活用し

たデータの収

集・分析事業 

(5,602 千円) 

28 年度に開始した富山県立大学との共同研究を継続

し、旅行者へのウェブアンケート調査やアプリ等を活用

した旅行者データの蓄積・管理・分析を行うとともに、

「日本橋とやま館」「ととやま」での購買データの分析

を行った。 

観光振興室  

観光客の広域周

遊状況調査等事

業 

(4,240 千円) 

新幹線駅・空港、近県の主要観光地、ドライブの拠点

である道の駅において観光客の広域周遊状況を調査・分

析するとともに、外国人観光客を対象としたアンケート

調査を実施した。 

観光振興室  

富山県観光客動

態調査（観光地

点パラメータ調

査）事業 

(3,726 千円) 

県内での訪問地点数や観光消費額等について、観光客

に面接アンケートを実施した。 

観光振興室 

観光マーケティ

ング戦略委員会

運営等事業 

(3,986 千円) 

有識者、観光関係事業者等で構成する「観光マーケテ

ィング戦略委員会」において、ＤＭＯの取り組みを報告

し、方向性について意見を伺った。 

観光振興室  

関係者を巻き込

むための普及啓

発事業 

(268 千円) 

ＤＭＯの取り組みについて、関係者に理解を深めても

らうための勉強会を開催した。 

観光振興室  

観光資源重点磨

き上げ支援プロ

ジェクト実施事

業 

(4,105 千円) 

意欲のある市町村と連携し、四季を通じて県内の上質

なライフスタイルを体験できる富山ならではの観光資

源の掘り起こし・磨き上げを行った。 

観光振興室  

新旅行造成市町

村タイアップ事

業 

(16,000 千円) 

市町村と連携し、観光地を満喫できる魅力的な体験プ

ログラムを開発し、周遊性を高めることなどで、県内の

滞在時間を高めた。 

観光振興室  
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まるごと旅行商

品化プロジェク

ト実施事業 

(16,180 千円) 

県内市町村、観光協会、観光事業者等と連携し、着地

型旅行商品の商品化サポートすると同時に、大都市圏を

中心とした大手旅行会社への営業活動を行い、旅行会社

による富山旅行商品の造成を促進した。 

観光振興室  

マーケティング

データに基づく

ＰＲ事業 

(17,800 千円) 

マーケティングデータに基づき、ＳＮＳを活用した富

山の魅力の拡散に務め、オンラインエージェントと連携

したプロモーションを行うとともに、とやま観光ナビの

発信力強化、近隣県タウン誌への記事掲載をはじめとし

たメディアへのＰＲを促進した。 

観光振興室  

 

（２）グローバル化に対応した次世代の観光を担う人づくり 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま観光未来

創造塾事業 

(19,726 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 66 名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  16 名 

観光ガイドコース（中級専攻）17 名 

観光ガイドコース（上級専攻）３名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）１名 

〃     （観光地域リーダー専攻）10 名 

 グローバルコース      ２名 

 観光地域づくりマネジメントコース ３組 17 名 

観光振興室 

外国人対応サー

ビス人材育成事

業 

(14,898 千円) 

 外国人旅行者の受入態勢を充実させるため、観光事業

者において雇用型訓練を実施することにより、外国人旅

行者に接遇やサービスを提供できる人材を育成した。 

観光振興室 
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（３)地域の観光を支える人づくり 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま観光未来

創造塾事業（再

掲） 

(19,726 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 66 名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  16 名 

観光ガイドコース（中級専攻）17 名 

観光ガイドコース（上級専攻）３名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）１名 

〃     （観光地域リーダー専攻）10 名 

 グローバルコース      ２名 

 観光地域づくりマネジメントコース ３組 17 名 

観光振興室 

観光振興・地域

活性化マネージ

ャー配置事業 

(12,000 千円) 

 専門的な見地から観光振興事業等を検討・推進する観

光振興・地域活性化マネージャーの黒部市への配置及び

その活動について支援し、宇奈月温泉を活用した観光振

興及び地域活性化を推進した。 

観光振興室 

おもてなしタク

シードライバー

養成事業 

(923 千円) 

 タクシー利用者の満足度向上を図るため、質の高いお

もてなしやきめ細やかなサービスを提供できる「おもて

なしタクシードライバー」を表彰し、ドライバーの接遇

やサービス意識の向上を図った。 

・養成研修：平成 29 年 9 月 4 日 

・表彰  ：平成 29 年 12 月 3 日、表彰者 18 人 

コンベンションタクシーを担当するドライバーを主

に対象とした「観光ガイドドライバー養成講座」を開催

し、観光案内や接遇等、おもてなし力の向上を図った。 

 ・平成 29 年 7 月 24 日・27 日、8 月 8 日 

・参加者 51 人 

来県者に心地良くタクシーに乗車していただくため、

関係者間で協議し、おもてなしの機運を高めることを目

的とした「タクシードライバー接遇ブラシュアップ会

議」を開催した。 

・平成 29 年 5 月 18 日、8 月 3 日、12 月 25 日 

観光振興室 
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（４）旅行者の満足度を向上させる受入環境の整備・支援 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

宇奈月国際会館

運営費補助金 

(19,500 千円) 

 本県を代表する観光地の一つである宇奈月温泉に立

地するコンベンション施設「宇奈月国際会館」の運営

費の一部を助成した。 

観光振興室 

観光地誘導案内

デザイン統一化

促進事業 

(3,375 千円) 

 外国語標記に対応した統一のデザインによる観光地

誘導案内標識を整備し、旅行者の利便性向上を図った。 

 ・広域観光案内標識（県事業） 

設置件数 １件 

 ・外国語観光サイン整備（市町村補助事業） 

   補助件数 新規４件 改修５件 

観光振興室 

旅館施設近代化

等促進事業 

(25,816 千円) 

 宿泊施設が行う客室の増設やリニューアルなどの整

備に対して融資（富山県商業サービス業活性化資金観

光旅館施設整備枠融資制度）し、宿泊施設の誘客力の

向上を図った。 

 ・融資件数  継続分 ６件 

観光振興室 

クルーズ乗船客

おもてなし向上

事業 

    (4,470 千円) 

港湾所在市が行うクルーズ客船寄港時の歓迎式典や

花火打上げ等へ支援するとともに、物販コーナー、観

光案内所の設置等により、おもてなしの充実を図った。 

観光振興室 

自然公園等整備

事業等 

(96,096 千円) 

わが国を代表する山岳公園「中部山岳国立公園」の

主要利用拠点である、アルペンルート沿線や黒部峡谷

において、安全で快適な利用を推進するために歩道や

山岳トイレ等の整備を行い、観光客の利便性の向上な

どを図った。 

自然保護課 

生活衛生関係営

業施設における

利用者サービス

の向上に対する

支援 

（482 千円） 

 旅館ホテルマップ及び飲食店マップを作成し、宿泊

施設や料理店舗、観光案内所等に配置する事業に対し

補助を行った。 

生活衛生課 

有峰森林文化村

推進費 

(49,071 千円)  

 豊かな森林を有し、多くの人々が訪れる風光明媚な

有峰において、有峰森林文化村公園及び有峰ハウスの

適切な管理運営を行い、利用者が安心して施設利用等

ができるよう施設整備（保守点検）等に努めた。 

森林政策課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

新幹線駅周辺花

いっぱいおもて

なし事業 

(1,800 千円) 

県花であるチューリップや富山ゆかりのサクラ等で

新幹線駅構内を華やかに彩り、花と緑による観光客の

おもてなしを実施した。 

森林政策課 

県立都市公園の

整備・改修 

(643,559 千円) 

 県民のみならず県外からの観光客にも多く利用され

る憩いの場やスポーツ・レクリエーションの場である 

県立都市公園の整備・改修を実施し、利用者の利便性 

向上などを図った。 

・実施内容 

県民公園太閤山ランド（プール遊具更新等） 

総合運動公園（陸上競技場大型表示盤改修等） 

五福公園（陸上競技場トラック舗装改修等） 

岩瀬スポーツ公園（ソフトボール広場防球ネット

改修等） 

   常願寺川公園（駐車場施設改修等） 

空港スポーツ緑地（トイレ改修等） 

  富岩運河環水公園（駐車場施設改修等） 

県庁前公園（外周改修等） 

都市計画課 

県立都市公園の

維持管理 

(973,191 千円) 

 

 県立都市公園の適正な維持管理に努め、利用者の安

全と満足度の向上などを図った。 

 ・県立都市公園 

  富岩運河環水公園、県民公園 太閤山ランド、総合 

運動公園、常願寺川公園、県民公園 新港の森、岩 

瀬スポーツ公園、五福公園、空港スポーツ緑地、

県庁前公園 

都市計画課 

環境政策課 
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（５）観光産業と他産業の連携による域内経済循環の促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

(公社 ) とやま

観光推進機構運

営費等補助金 

(9,091 千円) 

富山県内における観光事業の健全な発展及び振興並

びに地域の活性化に取り組む（公社）とやま観光推進機

構の運営に対し補助を行った。 

観光振興室 

(公社)日本観光

振興協会負担金 

(718 千円) 

 （公社）日本観光振興協会への負担金の拠出により、

観光旅行の利便性向上など、同協会の事業に対し支援を

行った。 

観光振興室 

地方創生宿泊施

設支援補助金 

(1,507 千円) 

 県内事業者からホテル・旅館業を引き継ぐ中小企業に

対し、県産の備品購入を一部補助。 

 補助件数 1 件 

観光振興室 

とやま起業未来

塾事業 

(19,864 千円) 

 

 「夢」「情熱」「志」を持った創業者、世界に羽ばたく

企業人を育成する「とやま起業未来塾」を開講し、産業

の活性化による活力ある県づくりを進めることにより、

誘客促進等につなげた。 

 ・修了者数  21 名 

経営支援課 

と や ま 文 化 

ＤＡＹＳ 

(3,821 千円) 

ロシア沿海地方と友好提携 25 周年を迎えることを記

念し、本県の優れた伝統工芸品や富山の食、薬、観光等

の展示等により、富山をＰＲした。 

経営支援課 

伝統工芸体験魅

力発信事業 

(2,149 千円) 

本県の優れた伝統工芸品の海外販路開拓を支援する

ため、タイにおいて展示、製作実演・体験等を行い、富

山の伝統工芸をＰＲした。  

経営支援課 

とやまの資源発

掘ブラッシュア

ップ事業 

 (296 千円) 

地域資源（産地の技術、農林水産品、観光資源）を活

用し、新商品や新サービス開発などの事業展開に取り組

もうとしている中小企業及び、農林水産業や商工業等の

枠を超えた連携による効果的な取組みの掘り起こしや、

地域資源を活用する取組みの事業化へ向けたサポート

を実施した。 

（補助先：公益財団法人富山県新世紀産業機構） 

・発掘実績 ３件 

・ブラッシュアップ実績 ３社 計９回 

経営支援課 
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（６）観光の担い手としての事業者・県民の意識醸成 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ハローとやま☆

貼ろう事業 

(522 千円) 

 富山県の観光ポスターを作成し、県内外の事業所や飲

食店に掲示することにより、観光振興への地域の機運を

醸成するとともに、観光客の誘致促進を図った。 

 ・作成部数  増刷 1,500 部（２種類） 

         

観光振興室 

ふるさと魅力発

見ＰＲ事業 

(5,144 千円) 

富山の自然、歴史や文化などを学ぶ検定「越中富山ふ

るさとチャレンジ」の実施により、県民がふるさと富山

の魅力を再発見し、誇りをもって全国にＰＲする意識の

醸成を図った。 

・受検者数 1,121 名 

地域振興課 

富山ふるさとマ

スター派遣事業 

(1,029 千円) 

 学校、企業、地域住民、市町村等が開催するふるさと

に関する研修会等に、越中富山ふるさとチャレンジ上級

合格者等（富山ふるさとマスター）を講師として派遣す

ることなどにより、ふるさとへの誇りや愛着を育む気運

の醸成を図った。 

 ・富山ふるさとマスター登録者数 19 人 

 ・派遣回数 39 回 

地域振興課 

ＮＰＯ・県民協

働未来創生事業 

(5,520 千円) 

県内のボランティア団体等が、新たな発想でとやまの

未来を創生し、地域活性化を図る事業に対して、広く支

援した。 

・補助件数 23 件 

少 子 化 対

策・県民活

躍課 
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２ 広域観光の拠点化 

 

（１） 広域観光ハブ（交通結節点）としての優位性を活かした拠点整備 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

広域観光案内所

運営事業 

(11,689 千円) 

新幹線駅など、県内５か所の広域観光案内所の運営に

対し支援を行った。 

観光振興室 

訪日旅行・富山

旅行センター運

営事業 

(10,243 千円) 

訪日外国人対応を強化するため、英語、中国語対応が

可能な観光コンシェルジュを富山駅構内に配置 

 

観光振興室 

 

（２） 主要駅・空港と観光地を結ぶ二次交通の整備・利便性向上 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

ぐるっと富山観

光地アクセス充

実事業 

(20,581 千円) 

旅行者が周遊しやすい環境づくりを進めるため、県内

の主要駅等を発着する観光路線バス、ツアーバスの運行

経費の一部を助成した。 

・補助件数 観光路線バス ４件  

      ツアーバス ８件 

観光振興室 

乗りたくなる公

共交通推進事業

費 

(212 千円) 

 交通事業者等が実施するバスや軌道車両のイメージ

アップのための取組み（車両のラッピング など）を支

援し、観光客の公共交通機関の利用促進を図った。 

 ・補助件数 １件 

総合交通政

策室 

新幹線アクセス

路 線 バ ス 等 調

査・実証運行支

援事業費 

(3,094 千円) 

旅行者が周遊しやすい環境づくりを進めるため、新幹

線駅から並行在来線駅や県内観光地等を結ぶアクセス

交通の運行事業に対し支援した。 

・補助件数 ２件 

総合交通政

策室 

富山地鉄新幹線

二次交通活性化

事業 

(22,767 千円) 

富山地鉄が実施する新幹線開業に合わせた積極的な

誘客や利便性の向上に資する事業に対して、市町村と連

携して支援した。 

・主な事業  

アテンダントの配置、列車増発の社会実験 

多言語ガイドブックの作成 等 

総合交通政

策室 
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事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

地域交通ネット

ワーク連携強化

事業 

(2,406 千円) 

 北陸新幹線を利用して本県を訪れる県外旅行者等に

対し、公共交通機関を利用した県内周遊を促すため、県

内中央エリアの企画きっぷを販売した。 

総合交通政

策室 

富山空港利用促

進事業 

(196 千円) 

 富山空港を利用するインバウンド旅行の実施旅行会

社に対して国内移動のためのバス経費を助成し、富山空

港を利用した広域観光の推進を図った。 

 ・補助件数 国内線 ２件（２台） 

国際線 ３件（３台） 

総合交通政

策室 

 

（３） 広域観光の拠点としての賑わい創出・魅力向上 

事 業 名 

(事 業 費) 
実 施 状 況 担 当 課 

環水公園等賑わ

い空間創出事業 

(19,200 千円) 

富岩運河環水公園において四季折々のイベントなど

を開催し、環水公園を中心とする富山駅周辺地区の賑わ

い創出と魅力向上を図った。 

 ・「夏まつり」「スイートクリスマス」「ウインターフ

ァンタジア」での音楽花火のショーや水辺のコンサ

ートなどのアーティスティックなイベントの実施 

 ・秋から冬にかけて園内を美しく彩るスイートイルミ

ネーションの実施 など 

観光振興室 

学習支援船の運

航事業 

(5,000 千円) 

 富岩運河を活用した学習支援船（富岩水上ライン）の

運航により、運河の歴史や水辺環境の学習を支援すると

ともに、富岩運河の魅力向上や活力ある地域づくりの促

進を図った。 

観光振興室 

富岩水上ライン

利用促進事業 

(10,299 千円) 

富岩水上ラインの利便性向上や魅力発信などにより、

利用促進を図った。 

 ・リーフレット・ポスター作成 

・８周年記念イベントの開催  など 

富岩水上ラインの需要増加に対応し、富岩運河環水公 

園の更なる賑わい創出や魅力向上を図る新艇整備のた

めの設計を行った。 

観光振興室 
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３ 富山らしい魅力創出：量から質への転換を促進 

 

（１）世界水準の観光資源「世界遺産五箇山」「立山黒部」の高付加価値化 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「立山黒部」世

界ブランド化推

進事業費 

(18,715 千円) 

 「立山黒部」の保全と利用を考える検討会において提

案された中長期的なプロジェクトについて調査分析を

行うとともに、プロジェクトの進捗管理やブラッシュア

ップを行うため、新たに「立山黒部」世界ブランド化推

進会議及び同ワーキンググループを設置、開催した。 

 ・実施回数 推進会議      ３回 

       ワーキンググループ ４回 

観光振興室 

「海のあるスイ

ス」先進地調査

団派遣事業費 

(9,450 千円) 

 「立山黒部」の世界ブランド化のためのプロジェクト

実現の方策検討や、（公社）とやま観光推進機構の今後

のＤＭＯ事業推進のため、視察調査団をスイス等に派遣

した。  

観光振興室 

「立山黒部」世

界ブランド化Ｐ

Ｒ動画制作事業

費 

(6,000 千円) 

 ドローンを活用し、「立山黒部」エリアをはじめとす

る県内各地の臨場感ある映像を撮影、編集し、魅力を発

信した。  

観光振興室 

観光地区開発事

業費 

(1,891 千円) 

 世界文化遺産に指定されており、本県の貴重な観光資

源である五箇山地区の合掌造り家屋の茅葺屋根葺き替

え等に係る経費の一部を助成し、合掌造りの建物の保

全・整備を図った。 

 ・補助件数   ２件 

観光振興室 

立山黒部アルペ

ンルート除雪事

業 

(12,000 千円) 

本県の代表的な観光地であり、長野県との広域観光に

も大きな役割を果たす立山黒部アルペンルートの早期

全線開通を図るため、立山ルート除雪組合が実施する除

雪事業に対して助成した。 

観光振興室 

立山山麓レクリ

エーション地区

整備推進事業負

担金 

(312 千円) 

 立山黒部アルペンルートの入口に位置する立山山麓

地区の魅力を広く発信し、誘客促進及び広域観光の促進

を図った。 

 ・パンフレット作成や旅行会社等への宣伝活動の展開 

 ・標識や案内看板等の整備 など 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

観光地活性化モ

デル事業 

(3,000 千円) 

 宇奈月温泉地域の関係者で構成する「黒部市観光事業

活性化委員会」が実施する観光地活性化のためのモデル

的な取組みを支援し、宇奈月温泉を活用した滞在型観光

の推進を図った。 

 ・事業主体 黒部市観光事業活性化委員会 

 ・主な事業内容 

   黒部川 100 年記念「ジャズコンサート」の開催 

   SPA マラソン in うなづき 2017 の開催    等 

観光振興室 

世界遺産登録推

進事業 

(7,000 千円) 

 「立山･黒部」及び「近世高岡の文化遺産群」の世界

文化遺産登録を推進するため、民間団体が行う事業やイ

ベントを支援し、県民意識醸成と観光振興を図った。 

 ・各種啓発活動や講演会、現地見学会の開催等 

企画調整室 

立山博物館管理

運営費 

(219,885 千円) 

立山の雄大な自然と、それに育まれた立山信仰などの歴

史や文化を紹介する立山博物館において、３回の企画展の

開催等により、観光客を含め、立山の魅力を県内外に発信

した。 

文化振興課 

立山カルデラ砂

防博物館管理運

営費 

(125,529 千円) 

    

 立山カルデラの自然・歴史や、100 余年にわたり続け

られている日本屈指の砂防事業について広く紹介する

立山カルデラ砂防博物館において、年間を通じて常設展

や企画展等を実施した。 

博物館の野外ゾーンである立山カルデラを実際に訪れ

て、立山カルデラの自然、歴史、砂防事業について深く

理解できる体験学習会（５種類のコースで 22 回、640

人参加）を実施し、県内外の参加者にＰＲを行った。 

砂防課 

 

（２）世界で最も美しい富山湾の魅力を活かした観光資源の発掘・磨き上げ 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山湾岸サイク

リングコース魅

力発信事業 

(6,567 千円) 

サイクリングを通じた富山湾の魅力発信・誘客促進の

ため、「富山湾岸サイクリング 2017」を開催するととも

に、大会に合わせて台湾著名サイクリストやメディアを

含むサイクリングツアーの誘致等を行った。 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山湾岸サイク

リング誘客プロ

モーション事業 

(3,794 千円) 

国内外からのサイクリストの誘客を図るため、首都圏

の大学のサイクリング同好会や欧米系メディアを対象

としたモニターツアーを実施した。 

観光振興室 

「世界で最も美

しい富山湾」マ

リン環境体感事

業 

（3,030 千円) 

観光遊覧船やヨット等を活用し、富山湾の多彩な魅力

を一度に満喫できる県民向け体験イベント及び県外向

けモニターツアーを実施した。 

観光振興室 

「 と や ま 海 遊

び」魅力発信事

業 

(5,106 千円) 

富山湾で楽しむマリンスポーツやレジャーの認知度

向上を図るため、富山湾周辺の観光・レジャー情報を一

元的に発信するＰＲ冊子を制作するとともに、首都圏等

でのＰＲイベントの開催等を行った。 

観光振興室 

官民連携「世界

で最も美しい富

山湾」活用・保

全推進事業 

(6,819 千円) 

官民がこれまで以上に連携・協力して富山湾の活用・

保全に取り組む体制を推進するため、富山湾の活用・保

全に関する新たな取組みに対して支援するとともに、パ

ンフレット・クリアファイル等の富山湾ＰＲグッズを配

布し、県内外に対して富山湾の魅力を幅広く発信した。 

観光振興室 

新湊マリーナ活

用推進事業 

(9,080 千円) 

新湊マリーナへの自家用船舶オーナー誘致を図るた

め、県外の船舶オーナーが気軽に釣り等を体験できるレ

ンタルボートの試験導入、県外の船舶オーナーを対象と

したモニターツアーの実施、日本最大級のヨットレース

「タモリカップ富山大会」への開催支援等に取り組ん

だ。 

観光振興室 

環日本海クルー

ズ推進協議会負

担金 

(1,000 千円) 

小樽港、秋田・船川・能代港、伏木富山港、京都舞鶴

港、境港が運営する「環日本海クルーズ推進協議会」と

連携し、環日本海クルーズの推進を図った。 

・海外船社幹部の招聘 

・港湾説明会の開催等 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

サイクリングコ

ース整備事業 

(82,776 千円) 

 「富山湾岸サイクリングコース」と「田園サイクリン

グコース」を連絡する「湾岸・田園連絡サイクリングコ

ース」の整備や、より安全で快適に富山湾の素晴らしい

眺望を楽しんでいただけるよう、海沿いにて新たな自転

車専用道路等の整備を実施した。 

 ・ナビゲーターラインの整備 

 ・コース分岐点路面表示の設置 

 ・自転車専用道路等の整備 

道路課 

海王丸保存活用

事業 

(92,054 千円) 

 文化的価値の高い帆船海王丸を永く保存し、海王丸パ

ークで公開するとともに、総帆展帆や海洋教室、カッタ

ー・セイリング教室などにより、海、船、港への関心を

高め、観光振興につなげた。 

港湾課 

 

（３）豊かな食の磨き上げ 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山グルメ旅魅

力アップ事業 

(6,100 千円) 

豊かな富山の食文化を県外に効果的に発信し、富山旅

行への更なる動機づけを図るため、県内で活躍する料理

人と連携し、新たな話題性の高い食のメニューを提案す

るとともに、北陸新幹線３年目も多くの観光客に本県を

訪れてもらうキャンペーンを実施した。 

・「とやまの匠味」キャンペーンの実施 

 （H29 年 12 月１日～H30 年 3 月 31 日） 

観光振興室 

富山のスイーツ

磨き上げ事業 

(1,000 千円) 

全国菓子博覧会への出展団体への支援や、本県の和菓

子・スイーツ、観光意向等の調査を実施した。 

観光振興室 

「越中料理」推

進事業 

(1,800 千円) 

 新鮮で多彩な食材や豊かな食文化を活かした富山な

らではの「越中料理」の魅力を県内外に発信することに

より、観光振興、交流人口の拡大を図った。 

 ・ウェブサイト「おもてなし『越中料理』」の充実 

 ・タペストリーの作成、越中料理提供店への配付 

 ・創作「越中料理」キャンペーンの実施 

地域振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやまブランド

全国発信支援事

業 

(1,000 千円) 

 業界の枠を超えた複数の業種等で構成された民間グ

ループが実施する、商品等の認知度向上及び富山の地域

イメージ確立を図るイベントの開催を支援し、とやまブ

ランドの全国ブランド化を図った。 

・富山の酒とかまぼこフェア 

日時 平成 29 年 9 月 10 日    

場所 東京交通会館 

地域振興課 

イタリアン食の

祭典開催事業費 

(13,750 千円) 

 日本イタリア料理協会主催のイタリア料理イベント

の開催を支援するとともに、県民・観光客向けのイタリ

ア料理イベントを初開催し、本県の多彩な食材や県産品

の魅力発信と販路開拓を図った。 

・イタリア料理展示会「ACCI in 富山」 

日時 平成 29 年 9 月 24 日・25 日 

場所 とやま自遊館 

 ・イタリアン食の祭典（一般向けイベント） 

日時 平成 29 年 9 月 24 日 

場所 富岩運河環水公園 

地域振興課 

地産地消の推進 

(8,586 千円) 

 ポイント制度の実施など、県民ぐるみで県産品を大き

く育てる地産地消運動を展開した。 

 ・「とやまの旬」応援団の募集（4,921 名）と活動支援 

 ・県産品購入ポイント制度の実施 

（約２万１千件の応募） 

農林水産企

画課 

 

「 と や ま 食 の

匠」の認定・普

及 

 (322 千円) 

富山県の特産品、伝統的な郷土料理や県産食材を活か

した創作料理において、卓越した知識や技能を有し、普

及活動を積極的に行える個人や団体を「とやま食の匠」

として認定し、とやまの食の魅力を県内外に発信した。 

・新規認定 10 個人･団体（計 169 個人・団体） 

・講師派遣 35 回 

農林水産企

画課 

首 都 圏 等 で の

「食のとやまブ

ランド」ＰＲ 

(4,340 千円) 

大消費地である首都圏等において、食のイベント等を

開催し、富山の食の魅力をアピールした。 

・首都圏等のホテル・レストランと連携した食のフェ

アの開催 

・「越中富山うまいもんフェア」（名古屋）の開催 

農林水産企

画課 



- 15 - 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山米のブラン

ド力向上 

(12,240 千円) 

首都圏等での富山米販売促進キャンペーンや消費拡

大のためのＰＲなどにより、美味しい富山米のＰＲとブ

ランド力向上を図った。 

・「ほおばる幸せ。富山米フェア」の開催 

 (平成 29 年 10 月 15 日) 

  有楽町駅前広場 

農林水産企

画課 

「富のおもちか

え り 」 販 路 拡

大・ブランド化

事業 

(1,989 千円) 

 本県の農林水産品を活用したお土産品「富のおもちか

えり」の販路拡大を目指し、県内外でのＰＲ活動を行っ

た。  

農林水産企

画課 

「越中とやま食

の王国フェス

タ」の開催 

 (9,000 千円) 

「越中とやま食の王国フェスタ」（秋の陣・冬の陣）

を開催し、富山の食の魅力を県内外にアピールし、食に

よる通年観光の促進を図った。 

・秋の陣（富山産業展示館、平成 29 年 11 月 4 日～5

日） 

県内外から約 32,000 人が来場 

・冬の陣（射水市内、平成 30 年 2 月 3 日） 

  「越中料理と地酒を楽しむ会」 

県内外から 197 人が参加（うち県外から 58 人参加） 

農林水産企

画課 

ふるさと認証食

品（Ｅマーク）

制度の普及 

(415 千円) 

 県内の良質な農林水産加工食品について、一定基準を

満たす食品を「富山県ふるさと認証食品（Ｅマーク）」

として認証し、県産特産品のイメージアップと有利販売

を図った。 

・14 商品を新規に認証、延べ 327 商品 

農林水産企

画課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「 富 山 の さ か

な・水産加工品」

ブランド化推進

事業 

(17,758 千円) 

 

 県産水産物が県内外の消費者から高い評価を得る「第

一級の魚ブランド」としての地位の確立を図るため、そ

の魅力の周知及び消費拡大のためのＰＲ活動を展開し

た。 

 ・キャンペーン協力店の募集、既存店のフォロー 

・ホームページを活用した情報発信 

・「富山のさかな」おもてなしフェアの開催 

（平成 30 年 2 月 7 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

・「うまさ一番 富山のさかな」商談会の開催 

（平成 30 年 2 月 7 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

 ・「富山のさかな」ＰＲ in 大宮の実施 

 （平成 29 年 10 月 27 日・28 日 ＪＲ大宮駅でのイベ

ントの実施）  

・ＳＮＳを活用した「高志の紅ガニ」キャンペーンの

実施（平成 29 年 9 月 5 日～10 月 31 日）   など 

水産漁港課 

 

（４）伝統文化、工芸品等上質な富山を提供する観光商品の開発 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

まちの未来創造

モデル事業 

(8,081 千円) 

地域資源を活用した住民主体の地域づくりを推進す

るため、モデル地域を選定し、まちづくり計画に基づい

て実施するまちづくり事業に対して支援し、観光振興や

地域の活性化を図った。 

・増山城跡を核とした地域資源の魅力あふれるまち

(砺波市) 

・人と自然 心でつなぐ絶景のまち(朝日町) 

                  ほか３件 

地域振興課 

「富山県推奨と

やまブランド」

推進事業 

(11,090 千円) 

 「富山県推奨とやまブランド」の魅力を、県内外に発

信することにより、県産品の知名度の向上や本県のイメ

ージアップを図った。 

・１品目６事業者を新たに認定 

・認定品を紹介するパンフレット、ＰＲ映像を制作 

・日本橋とやま館において展示・販売イベントを実施 

地域振興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「明日のとやま

ブランド」育成

支援事業 

(3,284 千円) 

事業者がブランド関係の専門家から助言、指導を受け

る取組み等を支援することにより、新たな「とやまブラ

ンド」の育成を図った。 

・６品目６事業者を新たに選定 

・補助件数 ８件 

地域振興課 

地 域 文 化 力 向

上・活性化支援

事業 

(4,000 千円) 

県内団体が取り組む特色ある文化事業を支援し、地域

の文化力の向上や文化を活かした地域活性化を図った。 

・補助件数 ９件 

文化振興課 

内山邸文化の魅

力再生事業 

(3,000 千円) 

平成 10 年に国登録有形文化財に登録された内山邸に

おいて、利用促進のための魅力発信事業を実施した。 

文化振興課 

富山のデザイン

発信力強化事業 

 (1,809 千円) 

 「越中富山 幸のこわけ」に続くお土産ブランドとし

て、富山の素材と技を活かした小皿など工芸品ブランド

の商品開発、ＰＲを実施した。 

・ブランド名「越中富山 技のこわけ」 

 ・商品数７企業 17 商品 

商工企画課 

とやま中小企業

チャレンジファ

ンド ビジター

対応ビジネス支

援事業 

(5,577 千円) 

 北陸新幹線開業、外航クルーズ船寄港、富山－台北便

増便等交通基盤の拡充に関連した新商品・新サービスの

開発に係る事業や、国内外の観光客等への対応に係る事

業を支援した。 

 ・採択件数 ７件 

経営支援課 

とやま新事業創

造基金 地域資

源ファンド事業 

(36,082 千円) 

 中小企業者が取り組む、富山ならではの地域資源（産

地の技術、農林水産物、観光資源）を活用した新商品開

発・販路開拓等に対して、資金の支援を実施し、魅力あ

る特産品の開発・普及を図った。 

 ・実施件数 10 件 

経営支援課 

とやま新事業創

造基金 農商工

連携ファンド事

業 

(39,754 千円) 

 中小企業者と農林漁業者とが連携して行う新商品開

発・販路開拓等に対して、資金の支援を実施し、魅力あ

る特産品の開発・普及を図った。 

 ・実施件数 ９件 

経営支援課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

地産地消の推進 

（再掲） 

(8,586 千円) 

 ポイント制度の実施など、県民ぐるみで県産品を大き

く育てる地産地消運動を展開した。 

 ・「とやまの旬」応援団の募集（4,921 名）と活動支援 

 ・県産品購入ポイント制度の実施 

（約２万１千件の応募） 

農林水産企

画課 

 

（５）産業観光、ロケ地、スポーツ等多様なツーリズムの展開 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

産業観光誘客推

進事業 

(9,411 千円) 

冬季をはじめとした通年観光の貴重な資源となる「産

業観光」の魅力を磨き上げ、効果的な情報発信とともに

受入環境の整備を行い、誘客促進を図った。 

 ・とやま観光ナビ内に産業観光特設コーナーの設置 

・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部・趣味の会」との連

携による「富山の産業を学ぶ講座」の実施 

・富山の産業を学ぶツアーの実施 

・大人の休日倶楽部会員誌での広報 

・産業観光魅力創出補助金による県内企業の受入態勢

の整備に対する支援（10 件） 

観光振興室 

産業観光魅力発

信事業 

(9,901 千円) 

 総合デザインセンターの展示室内に、県内各地の魅力

的な産業観光施設を紹介するコーナーを整備した。 

 ・産業観光魅力発信動画の制作 

・指向性スピーカー付３面モニターの設置 

 ・産業観光施設紹介カード（25 施設）の制作 

 ・案内看板等設置 

観光振興室 

教育旅行誘致促

進事業 

(1,860 千円) 

北陸新幹線の開業により首都圏からの所要時間が短

くなったことから、首都圏旅行会社教育旅行担当者を集

めた北陸三県修学旅行フェアを東京で行い、教育旅行担

当者を北陸三県に招聘しエクスカーションを実施した。

また、首都圏・関西圏の旅行会社へ出向宣伝を行い、富

山県への教育旅行を学校へ提案してもらえるよう働き

かけた。 

観光振興室 

アートのまちめ

ぐりパスポート

事業 

(6,200 千円) 

富山県美術館をはじめ、県内の魅力的・個性的な美術

館・博物館を巡るパスポートの造成・販売等を実施した。 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

黒部川鐘釣園地

環境改善事業 

(1,129 千円) 

黒部峡谷鐘釣河原温泉付近の堆積土砂による湛水の

解消を図った。 

観光振興室 

台湾との教育交

流促進事業 

(853 千円) 

本県と直行便で結ばれている台湾の教育旅行関係者

の招聘や県内の学校での教育旅行の受入観光整備に関

する支援により、将来の本県へのリピーターづくりや台

湾との教育交流の促進を図った。 

観光振興室 

美術館・博物館

等外国人旅行者

受入態勢整備事

業 

(969 千円) 

民間の美術館等が行う外国人旅行者の受入態勢整備

に対する支援を実施した。 

・補助実績 ３件 

観光振興室 

とやま夏期大学

の開催 

(4,000 千円) 

 富山県の雄大で美しい自然の中で、質の高い学びと楽

しみの場を提供する「とやま夏期大学」を開催し、自然、

歴史文化、食など本県の様々な魅力を知るきっかけとし

て、今後の観光振興や交流人口の拡大を図った。 

 ・開催期間  平成 29 年 7 月 28 日～7 月 31 日 

 ・開催地   立山国際ホテル 

地域振興課 

 

プロスポーツチ

ーム地域活性化

事業 

(4,400 千円) 

 プロスポーツチームの運営会社が取り組む地域活性

化に資する事業を支援し、地域活性化及び観光振興を図

った。 

 ・補助実績 ３団体 

 ・主な事業内容 

   ホームゲームでの県民参加型イベントの実施 

スポーツ振

興課 

マラソン大会開

催事業 

 

(85,720 千円) 

 北陸新幹線開業を機に県民総参加によるスポーツ振

興や富山の魅力創造、交流人口の拡大を図るため、「富

山マラソン 2017」の開催を支援した。 

 ・富山マラソン実行委員会等の開催 

 ・富山マラソン 2017 の開催（12,850 名出走）など 

スポーツ振

興課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

国際北陸工芸サ

ミットの開催 

(179,857 千円) 

北陸の工芸の魅力を国内外に発信するため、北陸三県

（富山県・石川県・福井県）を持ち回り、開催するもの

で、昨年度は、富山県が主体となって様々な事業を実施

した。 

・50 歳以下を対象とした公募展「U-50 国際北陸工芸

アワード」の開催 

 ・富山県美術館において、国内外の工芸作品 100 点以

上を展示した「ワールド工芸 100 選」展の開催 

 ・シンポジウムの開催  等 

文化振興課 

富山県美術館管

理運営費 

(806,310 千円) 

 新たに富岩運河環水公園内に移転新築した、富山県美

術館において、常設展や企画展（５回）の開催等により、

観光客を含め、多彩な美術の魅力を県内外に発信した。 

文化振興課 

水墨美術館管理

運営費 

(164,549 千円) 

 水墨画など特色のある日本文化の美を広く紹介する

水墨美術館において、常設展や企画展（8 回）の開催等

により、観光客を含め、多彩な美術の魅力を県内外に発

信した。 

文化振興課 

高志の国文学館 

管理運営費 

(272,615 千円) 

 

 県民のみならず県外からの観光客にとって、富山県ゆ

かりの文学に親しみ学ぶ拠点となる高志の国文学館にお

いて、企画展や講演会の開催のほか、ふるさと文学振興

のための普及啓発事業等を実施した。 

・企画展（５回）  

・ふるさと文学県民講座等の開催（37回）  

文化振興課 

世界的舞台芸術

拠点づくり推進

費 

(258,332 千円) 

 「舞台芸術特区ＴＯＧＡ」における世界的な舞台芸術

拠点づくりの推進により、質の高い芸術文化を創造・発

信するとともに、交流人口の拡大を図った。 

 ・世界演劇祭「利賀サマー・シーズン 2017」の開催 

 ・国際的な舞台芸術人材育成、青少年への普及・教育 

文化振興課 

イタイイタイ病

資料館管理運営

費 

(43,549 千円) 

イタイイタイ病に関する貴重な資料を収集・保管し、

施設展示や情報発信を通じて、その教訓等を後世に継承

するための事業を実施した。 

・語り部講話、県民フォーラム、特別企画展 

・小学生を対象とした現地ツアー、研究講座 

・資料の収集及び保管 等 

健康課 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

とやま中小企業

チャレンジファ

ンド ビジター

対応ビジネス支

援事業 

(5,577 千円) 

 北陸新幹線開業、外航クルーズ船寄港、富山－台北便

増便等交通基盤の拡充に関連した新商品・新サービスの

開発に係る事業や、国内外の観光客等への対応に係る事

業を支援した。 

 ・採択件数 ７件 

経営支援課 

とやま帰農塾推

進事業 

(5,160 千円) 

 「豊かな自然に囲まれた田舎暮らし」に興味や憧れを

持つ都市住民を、自然に恵まれた本県の農山漁村に受講

生として迎え、農林水産業や伝統文化体験を盛り込んだ

滞在型グリーン・ツーリズム「とやま帰農塾」を開講し、

都市と農村との交流人口の拡大、移住の促進、観光の振

興を図った。 

 ・とやま帰農塾の開講（８市町 10 ヶ所 全 10 講座） 

 ・三大都市圏等へのＰＲ 

農村振興課 

サイクリングコ

ース整備事業 

（再掲） 

(82,776 千円) 

 「富山湾岸サイクリングコース」と「田園サイクリン

グコース」を連絡する「湾岸・田園連絡サイクリングコ

ース」の整備や、より安全で快適に富山湾の素晴らしい

眺望を楽しんでいただけるよう、海沿いにて新たな自転

車専用道路等の整備を実施した。 

 ・ナビゲーターラインの整備 

 ・コース分岐点路面表示の設置 

 ・自転車専用道路等の整備 

道路課 

うるおいある景

観づくり推進事

業費 

( 7,639 千円) 

 地域の歴史や文化などを活かした個性豊かな景観を

守り育てるとともに、観光振興の視点にも立った良好な

景観づくりを推進した。 

 ・「景観づくりフォーラム 2016」の実施 

 ・景観づくり顕彰「うるおい環境とやま賞」の表彰 

 ・景観づくり住民協定推進事業等に対する支援 

 ・ふるさと眺望点（30 地点）の普及啓発 

 ・景観アドバイザーの派遣 

 ・「立山・大山地区景観づくり重点地域」届出制度の

実施 

建築住宅課 
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（６）冬季の魅力創出による通年観光の促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

環水公園等賑わ

い空間創出事業 

（再掲） 

(19,200 千円) 

富岩運河環水公園において四季折々のイベントなど

を開催し、環水公園を中心とする富山駅周辺地区の賑わ

い創出と魅力向上を図った。 

・「夏まつり」「スイートクリスマス」「ウインターフ

ァンタジア」での音楽花火のショーや水辺のコンサ

ートなどのアーティスティックなイベントの実施 

・秋から冬にかけて園内を美しく彩るスイートイルミ

ネーションの実施 など 

観光振興室 

「越中とやま食

の 王 国 フ ェ ス

タ」の開催 

(再掲) 

  (9,000 千円) 

「越中とやま食の王国フェスタ」（秋の陣・冬の陣）

を開催し、富山の食の魅力を県内外にアピールし、食に

よる通年観光の促進を図った。 

・秋の陣（富山産業展示館、平成 29 年 11 月 4 日～5

日） 

県内外から約 32,000 人が来場 

・冬の陣（射水市内、平成 30 年 2 月 3 日） 

  「越中料理と地酒を楽しむ会」 

県内外から 197 人が参加（うち県外から 58 人参

加） 

農林水産企

画課 

「 富 山 の さ か

な・水産加工品」

ブランド化推進

事業 

 (再掲) 

(17,758 千円) 

 

 県産水産物が県内外の消費者から高い評価を得る「第

一級の魚ブランド」としての地位の確立を図るため、そ

の魅力の周知及び消費拡大のためのＰＲ活動を展開し

た。 

 ・キャンペーン協力店の募集、既存店のフォロー 

・ホームページを活用した情報発信 

・「富山のさかな」おもてなしフェアの開催 

（平成 30 年 2 月 7 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

・「うまさ一番 富山のさかな」商談会の開催 

（平成 30 年 2 月 7 日 ｻﾞ・ｷｬﾋﾟﾄﾙﾎﾃﾙ東急（東京）） 

 ・「富山のさかな」ＰＲ in 大宮の実施 

 （平成 29 年 10 月 27 日・28 日 ＪＲ大宮駅でのイベ

ントの実施）  

・ＳＮＳを活用した「高志の紅ガニ」キャンペーンの

実施（平成 29 年 9 月 5 日～10 月 31 日）  など 

水産漁港課 
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４ 戦略的なプロモーション 

 

（１）「海のあるスイス」のイメージ醸成 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

立山黒部観光宣

伝協議会負担金 

(500 千円) 

  

 富山県と長野県の関係地方公共団体、交通・観光事業

者、観光団体等が連携して立山黒部アルペンルートを中

心とした観光宣伝を推進することにより、誘客促進及び

広域観光の促進を図った。 

 ・パンフレット作成 

 ・三大都市圏におけるＰＲ等の宣伝活動  など 

観光振興室 

観光季刊誌「ね

まるちゃ」発刊

事業 

(23,499 千円) 

旬の観光情報や食・体験・イベント等をＰＲする観光

情報誌「ねまるちゃ」を発行し、ＪＲ首都圏各駅に配架

するなど大都市を中心に「富山ならでは」の魅力を強力

に発信した。 

観光振興室 

 

 

（２）ターゲットの特性に応じ、リピーターや定住をも意識した効果的な情報発信 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「いきいき富山

館」管理運営事業 

(44,736 千円) 

東京アンテナショップ「いきいき富山館」の催事コー

ナーでの実演販売や、館外での観光・物産キャンペーン

等を開催して、本県の物産・観光の魅力を首都圏に情報

発信した。 

・各種特産品フェア、実演・試食販売 

 ・企業での特産品販売、物産観光展への出展など 

観光振興室 

富山県の物産と

観光展の開催 

(31,910 千円) 

 東北及び大都市圏において、「富山県の物産と観光展」

を開催し、本県の物産と観光地の魅力を発信した。 

 ・仙台（平成 29 年 11 月 10 日～12 日） 

   ＪＲ仙台駅 

 ・東京（平成 30 年 1 月 10 日～1 月 16 日） 

   三越日本橋本店 

 ・名古屋（平成 30 年 1 月 25 日～1 月 30 日） 

   丸栄栄店 

・東京（平成 30 年 2 月 1 日～2 月 7 日） 

   東急吉祥寺店 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

北海道における

富山県の物産と

観光の紹介事業 

(3,000 千円) 

北海道富山会館において、本県の物産の展示、紹介及

び観光宣伝等を実施し、本県への誘客や特産品販売の拡

大を図った。 

観光振興室 

観光パンフレッ

ト等作成 

(4,384 千円) 

県内の主要な観光資源と地図情報をあわせて紹介す

る「とやま観光ＭＡＰ」を作成･配布し、誘客を図った。 

観光振興室 

「パノラマ･キト

キト富山」新聞発

行事業費 

(3,500 千円) 

首都圏を中心に発行する「パノラマ･キトキト富山」

新聞の制作を支援し、首都圏等からの観光誘客の促進や

本県の認知度向上を図った。 

・発行回数 １回（H29 年 4 月発行） 

・発行部数 125 万部 

 ・発行地域 首都圏、富山県、石川県 

観光振興室 

観光季刊誌「ねま

るちゃ」発刊事業

（再掲） 

(23,499 千円) 

旬の観光情報や食・体験・イベント等をＰＲする観光

情報誌「ねまるちゃ」を発行し、ＪＲ首都圏各駅に配架

するなど大都市を中心に「富山ならでは」の魅力を強力

に発信した。 

観光振興室 

観光ホームペー

ジ等更新事業補

助金 

(1,200 千円) 

 富山県観光ホームページ「とやま観光ナビ」の内容の

充実等により、富山県の魅力を国内外にＰＲし、観光誘

客の促進を図った。 

 ・観光ホームページのサーバー運営管理 

 ・既存ページの修正・情報追加 

 ・セキュリティ対策 など 

観光振興室 

 

観光キャンペー

ン負担金、観光振

興事業補助金 

(35,402 千円) 

 

 

 

 （公社）とやま観光推進機構が実施する誘致宣伝・普

及活動や観光振興の事業等に対し、負担金及び補助金を

交付した。 

・一般消費者向け観光ＰＲ事業 

  （新聞、雑誌、ラジオ等による情報発信 など） 

 ・旅行会社向け観光ＰＲ事業 

  （出向宣伝、観光説明会 など） 

 ・観光ＰＲ資料作成事業 

  （各種観光情報誌の発行 など） 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ユネスコ無形文

化遺産を活用し

た祭りツーリズ

ム促進事業 

(9,965 千円) 

 首都圏において多くの祭り好きな人々が集まる「ふる

さと祭り東京 2018」へのタテモン等の出展や、来春の

曳山祭りの時期に焦点を合わせた誘客プロモーション

を実施した。 

 ・ふるさと祭り東京 2018 への出展 

 ・東京駅での春の誘客プロモーション 

観光振興室 

産業観光誘客推

進事業（再掲） 

(9,411 千円) 

冬季をはじめとした通年観光の貴重な資源となる「産

業観光」の魅力を磨き上げ、効果的な情報発信とともに

受入環境の整備を行い、誘客促進を図った。 

 ・とやま観光ナビ内に産業観光特設コーナーの設置 

・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部・趣味の会」との連

携による「富山の産業を学ぶ講座」の実施 

・富山の産業を学ぶツアーの実施 

・大人の休日倶楽部会員誌での広報 

・産業観光魅力創出補助金による県内企業の受入態勢

の整備に対する支援（10 件） 

観光振興室 

産業観光魅力発

信事業（再掲） 

(9,901 千円) 

総合デザインセンターの展示室内に、県内各地の魅力

的な産業観光施設を紹介するコーナーを整備した。 

 ・産業観光魅力発信動画の制作 

・指向性スピーカー付３面モニターの設置 

 ・産業観光施設紹介カード（25 施設）の制作 

 ・案内看板等設置 

観光振興室 

冬季誘客促進事

業 

(1,000 千円) 

 冬季は、観光客の入込数が落ち込むこと、天候や積雪

等により個人旅行者の移動手段の確保が困難になるこ

とから、多くの観光客を呼び込むため、まとまった数の

観光客の誘客が見込める団体ツアーに対して助成を行

った。 

観光振興室 

「世界で最も美

しい湾クラブ」フ

ランス総会等派

遣事業 

(2,993 千円) 

 「世界で最も美しい湾クラブ」の 2019 年富山県総会

への誘致に向け、湾クラブ役員との面談を行うととも

に、2018 年総会の開催予定湾である台湾澎湖湾への訪

問等を実施した。 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

「世界で最も美

しい湾クラブ」総

会誘致・プレゼン

テーション用映

像制作事業 

(5,000 千円) 

 「世界で最も美しい湾クラブ」総会の富山県開催の正

式決定に向け、本県の多彩な魅力を効果的に発信する映

像等の制作を行った。 

観光振興室 

首都圏情報発信

拠点運営事業費 

 (136,260 千円) 

物販、飲食、観光・定住・ＵＩＪターン情報の提供等

の機能を有する「日本橋とやま館」から、上質なライフ

スタイルを発信した。 

・H29 年度来館者数：約 27 万２千人 

・  〃  売上げ ：約２億 7,000 万円 

地域振興課 

首都圏とやまの

魅力発信事業 

 (28,557 千円) 

日本橋とやま館を活用し、館主催及び県内市町村、県

庁内各課との共催イベントの開催や本県の魅力を紹介

するフリーペーパーの発行、スタンプラリーや地域イベ

ントへの参加など、本県独自の魅力について情報発信を

行った。 

地域振興課 

 

首都圏観光・定住

促進事業 

 (13,000 千円) 

日本橋とやま館において、観光・定住に関する相談及

び情報提供を行った。 

・H29 年度相談対応：延べ約３万５千人 

地域振興課 

 

首都圏富山ファ

ン拡大推進事業 

 (5,500 千円) 

三越と連携したイベントの開催や外国人にＰＲする

ため、メディアや大使館関係者を対象とした魅力発信な

ど、新規顧客の拡大を図った。 

地域振興課 

 

日本橋とやま館

を活用したとや

まの魅力発信事

業 

 (6,986 千円) 

富山の「季節」を感じさせるイベントや富山の「食」

の魅力を発信するイベントなどを開催し、本県の魅力を

積極的に発信した。 

地域振興課 

 

首都圏魅力発信

イメージアップ

事業 

  (6,000 千円) 

首都圏メディアへのリリース配信、マスコミ各社との

リレーション構築やキャラバン訪問、イベント出展によ

り、首都圏における誘客、販路開拓や定住・半定住、Ｕ

ＩＪターンの促進を行った。 

・リリース配信  10 回 

 ・キャラバン訪問 ２回 

・イベント出展  ７回 

企画調整室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

トヤマ・ジャス

ト・ナウ 

(2,347 千円) 

県内のイベントや観光、特産品等の旬の情報をホーム

ページ「トヤマ・ジャスト・ナウ」に掲載するとともに

更新情報をメールマガジンで配信し、富山の最新情報を

タイムリーに情報発信した。 

 ・毎週水曜日に１つの記事をホームページ、メールマ

ガジンで配信  

・約 7,500 人に配信（平成 30 年３月現在） 

広報課 

 

元気とやま応援

寄附金 

(1,572 千円) 

 

 

一定額以上のふるさと納税（寄附）者に対し、県特産

品等を贈呈することにより、特産品や観光資源のＰＲを

行った。 

 ・リーフレットの作成、配布 

・ＨＰでのＰＲ 

 ・寄附金額に応じ、地酒、ほたるいか詰合せ等を贈呈 

【H29 年度：申込者数 137 人、申込金額 4,487 千円】 

税務課 

 

富山くすりフェ

ア開催事業 

(2,000 千円) 

 

平成 30 年３月７日～９日まで、東京駅丸の内南口前

の JP タワーKITTE において、「富山のくすり」の歴史や

医薬品産業の現状を紹介する展示を行い、首都圏に向け

て「富山のくすり」の魅力を発信した。 

 

くすり政策

課 

 

「富山のくすり」

販路拡大推進事

業 

  (800 千円) 

 

（一社）富山県薬業連合会が日本橋とやま館において

開催した「出会いが効く越中富山くすりフェア」及び名

古屋丸栄百貨店での県物産展へのくすりブース出展を

支援し、大都市圏において「富山のくすり」の魅力を発

信した。 

日時：①平成 29 年 11 月 13 日～11 月 19 日 

   ②平成 30 年１月 25 日～１月 30 日 

   ③平成 30 年２月 16 日～２月 18 日 

場所：①日本橋とやま館（東京都） 

   ②名古屋丸栄百貨店（愛知県） 

   ③日本橋とやま館（東京都） 

くすり政策

課 
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（３）交通事業者、大手旅行会社、近隣自治体等と連携したプロモーション 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ＪＲタイアップ富

山旅行定着促進事

業 

(20,824 千円) 

 ＪＲ各社とのタイアップによる広告宣伝等を展開

し、北陸新幹線の開業効果の持続並びに誘客促進を図

った。 

【首都圏・新幹線沿線地域でのタイアップ（ＪＲ東日

本）】 

 ・びゅう旅行商品「富山とりっぷ」の造成 

  首都圏・長野・南東北発着商品として年４回展開 

【関西圏・中京圏でのタイアップ（ＪＲ西日本・東海）】 

・大手旅行会社における旅行商品の造成促進 

観光振興室 

 

産業観光誘客推進

事業（再掲） 

(9,411 千円) 

冬季をはじめとした通年観光の貴重な資源となる

「産業観光」の魅力を磨き上げ、効果的な情報発信と

ともに受入環境の整備を行い、誘客促進を図った。 

 ・とやま観光ナビ内に産業観光特設コーナーの設置 

・ＪＲ東日本「大人の休日倶楽部・趣味の会」との

連携による「富山の産業を学ぶ講座」の実施 

・富山の産業を学ぶツアーの実施 

・大人の休日倶楽部会員誌での広報 

・産業観光魅力創出補助金による県内企業の受入態

勢の整備に対する支援（10 件） 

観光振興室 

産業観光魅力発信

事業（再掲） 

(9,901 千円) 

総合デザインセンターの展示室内に、県内各地の魅

力的な産業観光施設を紹介するコーナーを整備した。 

・産業観光魅力発信動画の制作 

・指向性スピーカー付３面モニターの設置 

・産業観光施設紹介カード（25 施設）の制作 

・案内看板等設置 

観光振興室 

「日本の美は北陸

にあり。」誘客キャ

ンペーン事業 

(10,000 千円) 

北陸三県とＪＲ西日本が連携し、「日本の美は、北

陸にあり。」キャンペーン(平成 29 年４月～11 月)及

び「ジャパニーズ・ビューティー・ホクリク」キャン

ペーン（平成 29 年 12 月～平成 30 年３月）による通

年での誘客キャンペーンを展開した。 

【キャンペーンにおける主な成果】（H28 年度比） 

・宇奈月温泉宿泊者数 102％ 

・富岩水上ライン乗船者数 114％ 

・ひみ番屋街来客者数 110％ 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

北陸三県誘客促進

連携協議会負担金 

 (3,000 千円) 

 北陸三県及びＪＲ西日本と連携し、「日本の美は、

北陸にあり。」キャンペーン（平成 29 年４月～11 月）

や「ジャパニーズ・ビューティー・ホクリク」キャ

ンペーン（平成 29 年 12 月～平成 30 年３月）を中心

に北陸新幹線開業効果の持続および誘客促進を図っ

た。 

・旅行会社店舗社員・レジャー記者招聘 

・大都市圏での観光素材説明会開催 

 ・観光情報誌「北陸物語」の発行 など 

観光振興室 

北陸広域観光推進

協議会負担金 

(2,500 千円) 

 北陸への観光誘客拡大を図るため、北陸三県と各県

の商工関係団体、観光連盟などからなる協議会を組織

し、連携を図りながら、観光キャンペーン及び観光情

報の発信を行った。 

 ・北陸の観光パンフレット･マップの作成 

・北陸三県観光連盟との共同宣伝事業など 

観光振興室 

富山県・飛騨地域

ユネスコ無形文化

遺産ツーリズム促

進事業 

 (15,297 千円) 

富山県・飛騨地域の広域観光周遊ルートを確立するた

め、岐阜県と連携し、ユネスコ無形文化遺産登録行事等

を活用したプロモーションや旅行商品の造成、両県を巡

るツアーバスの運行支援を行い、エリアのブランド価値

向上と周遊観光の促進を図った。  

・ユネスコ無形文化遺産登録行事を活用した周遊観

光ＰＲ  

 ・高速道路定額プランによる周遊促進  

・旅行商品造成支援  

・ツアーバス運行支援  

観光振興室 

飛越能経済産業観

光都市懇談会負担

金 

 (100 千円) 

 飛騨、富山県西部及び能登地域の県、市町村、経済

団体等が連携して地域の観光資源のＰＲ等を行い、広

域観光の促進を図った。 

 ・旅行業者を対象としたモニターツアー 

 ・イベント相互交流事業  など 

観光振興室 

富山・長野新旅行

商品造成促進事業 

(1,263 千円) 

 個人旅行客をターゲットにした情報発信や、旅行会

社への両県を周遊するコースの共同プロモーション

を実施した。 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

（公社）日本観光

振興協会観光情報

システム負担金 

(200 千円) 

 （公社）日本観光振興協会へのシステム負担金の拠

出により、自治体や市町村観光協会等が情報の更新を

行う国内旅行ポータルサイト「全国観るなび」及び同

更新システムの運営を支援した。 

観光振興室 

「ぶり・ノーベル

街道ウォーク」負

担金 

 (1,000 千円) 

ノーベル賞受賞者ゆかりの地をむすぶ国道 41 号沿

線地域（ノーベル街道）のウォーキングを通じて、そ

の魅力を体感してもらう「ぶり・ノーベル街道ウォー

クツアー2017」（富山市２回、飛騨市１回）を開催し、

ノーベル街道を中心とする広域観光の振興を図った。 

観光振興室 

富山県産品魅力発

信事業 

(2,000 千円) 

県内外から多くのお客さまが集まる時期に、県内事

業者とともに県産品をＰＲするイベントを開催し、旅

行者に富山県の食や伝統工芸品の魅力を発信した。 

観光振興室 

富山‐東京便利用

団体観光旅客誘致

事業 

(29,860 千円) 

富山‐羽田便の利用促進のため、同便を利用する団

体旅客に対して、宿泊費等の助成を実施した。 

総合交通政

策室 

ディスカバー北陸

プロジェクトへの

参画 

(850 千円) 

 北陸三県の行政と新聞社が連携して、首都圏および

北陸三県の大学生と協働した取組みを行うなど、北陸

エリアの地域力向上のための事業を実施した。 

地域振興課 

北陸イメージアッ

プ推進会議負担金 

(1,600 千円) 

 北陸経済連合会、北陸電力及び北陸三県で推進会議

を構成し、北陸の魅力を地域内外に発信して、北陸の

イメージアップを図った。 

・大学生観光まちづくりコンテストへの参加 

・首都圏の交通事業者と連携したイメージアップイ

ベントの実施 

・Facebook「北陸物語」での情報発信 など 

地域振興課 

飛越地域等との交

流推進事業 

(536 千円) 

 飛越地域の自然文化等の優れた地域資源を活かし

ながら地域振興を図る「日本の心のふるさとを守り育

てる飛越協議会」において、この地域の交流と連携を

推進するとともに、自然をはじめ、祭りや伝承、匠の

技や味等のＰＲ活動を全国に向け展開した。 

（協議会の主な事業） 

 ・パンフレットやホームページによるＰＲ 

 ・飛越地域への誘客の促進 

企画調整室 
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（４）映画等の誘致や多様なメディアの活用・連携 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

映画を活用した観

光ＰＲ事業 

(5,000 千円) 

本県が舞台やロケ地となる映画の誘致を進めると

ともに、これらの映画を活用した観光ＰＲを実施し

た。 

・映画「追憶」「ナラタージュ」「羊の木」のロケ地

ＰＲ 

観光振興室 

木曾義仲・巴御前

魅力再発見事業 

(400 千円) 

 

 越中富山を舞台に活躍した「義仲と巴」のゆかりの

史跡や伝承の発掘などにより、「義仲と巴」を活用し

た観光振興を図った。 

・義仲・巴の魅力を積極的にＰＲするため、二人の

生涯の事跡について根拠資料を示しつつ時系列

で整理した「義仲・巴」出典付年表を作成 

・埴生護国八幡宮など、県西部の史跡を巡る史跡探

訪バスツアーの実施 

企画調整室 

全国ＰＲ事業 

(460 千円) 

共同通信ＰＲワイヤーを活用したリリース配信に

より、全国に向けて富山県内のイベントや首都圏で開

催するイベントの情報等を発信し、本県の魅力やイベ

ント等の認知度向上を図った。 

 ・配信本数  12 本 

広報課 

首都圏メディア取

材誘致事業 

(72 千円) 

首都圏及び全国に発信すべき本県の重点広報事項

（とやまブランド、特色ある施策・事業等）について、

大きな露出効果が期待されるメディア掲載企画等に

対して協賛又は本県への取材誘致を行い、本県のイメ

ージ・認知度の向上を図った。 

広報課 
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５ 国際観光の推進：新たなゴールデンルートの形成に向けて 

 

（１）広域観光周遊ルートの形成促進 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

ビジット・トヤ

マ広域連携強化

事業 

 (27,290 千円) 

北陸新幹線沿線地域や国のビジット・ジャパン（VJ）

事業等と連携して、旅行会社、メディア等の招へいや現

地プロモーションの実施等により、「新ゴールデンルー

ト」など広域観光周遊ルートの形成促進を図った。 

観光振興室 

中部広域観光推

進協議会負担金 

 (3,000 千円) 

 中部北陸９県の地方公共団体、観光団体、企業等が連

携して域内の観光資源のＰＲ等を行い、広域観光の促進

を図った。 

観光振興室 

北陸国際観光テ

ーマ地区推進富

山協議会負担金 

(2,800 千円) 

北陸３県及び管内自治体等と組織している北陸国際

観光テーマ地区推進協議会において、海外の旅行博への

出展や旅行会社等の招聘を実施するなど、広域観光の促

進を図った。 

観光振興室 

（独）国際観光

振興機構負担金 

(700 千円) 

（独）国際観光振興機構（ＪＮＴＯ）の賛助団体に加

入し、ＪＮＴＯの海外事務所のネットワークを活用した

訪日旅行市場に関する情報収集や海外へのＰＲにより、

本県の海外での認知度向上を図った。 

観光振興室 

高山本線利用促

進ＰＲ事業 

(2,000 千円) 

外国人向け日本情報ポータルサイト「ジャパンガイ

ド」に、高山本線を利用して高山から富山を訪問する旅

行記事を掲載し、高山本線の利用促進を図った。 

総合交通政

策室 

 

（２）外国人個人旅行者（ＦＩＴ）の受入環境の整備 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

東南アジア等外

国人対応飲食店

育成事業 

(3,879 千円) 

県内飲食店を対象としたベジタリアン、ムスリム受入

対応研修会の開催等を実施したほか、専用 WEB サイトを

開設した。 

観光振興室  

国際観光インタ

ーンシップ促進

事業 

(2,989 千円) 

ホテル・旅館が受け入れるタイ・台湾のインターンシ

ップ学生に対する日本語研修等を実施し、ホテル・旅館

事業者の外国人宿泊者へのサービス向上等を図った 

観光振興室  

外国人対応サー

ビス人材育成事

業（再掲） 

(14,898 千円) 

外国人旅行者の受入態勢を充実させるため、観光事業

者において雇用型訓練を実施することにより、外国人旅

行者に接遇やサービスを提供できる人材を育成した。 

観光振興室 
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

欧米等ＦＩＴ（外 

国人個人旅行者）

向け着地型商品

造成事業 

(362 千円) 

民間事業者が行う外国人個人旅行者向けの着地型観

光商品の造成を支援した。 

・助成件数 ２件 

観光振興室  

欧米等新規市場

観光情報発信事

業 

(481 千円) 

富山県外国語観光ＨＰを活用し、本県を訪れる外国人

旅行者の利便性向上を図った。 

観光振興室 

観光地誘導案内

デザイン統一化

促進事業（再掲） 

(3,375 千円) 

外国語標記に対応した統一のデザインによる観光地

誘導案内標識を整備し、旅行者の利便性向上を図った。 

 ・広域観光案内標識（県事業） 

設置件数 １件 

 ・外国語観光サイン整備（市町村補助事業） 

   補助件数 新規４件 改修５件 

観光振興室 

訪日旅行・富山

旅行センター運

営事業（再掲） 

(10,243 千円) 

訪日外国人対応を強化するため、英語、中国語対応が

可能な観光コンシェルジュを富山駅構内に配置 

観光振興室 

とやま観光未来

創造塾事業（再

掲） 

(19,726 千円) 

おもてなし力の向上やお客様に満足いただける観光

ガイドの育成、魅力ある観光地域づくりをリードする人

材の育成を図った。 

○修了生 66 名 

 （内訳） 

観光おもてなし入門コース  16 名 

観光ガイドコース（中級専攻）17 名 

観光ガイドコース（上級専攻）３名 

観光魅力アップコース（食のおもてなし専攻）１名 

〃     （観光地域リーダー専攻）10 名 

 グローバルコース      ２名 

 観光地域づくりマネジメントコース ３組 17 名 

観光振興室 

とやま名誉友好

大使の委嘱 

(76 千円) 

外国人の本県在住経験者を「とやま名誉友好大使」に

委嘱し、富山県を広く海外に紹介してもらうことによ

り、本県への関心を高め、観光客の誘致促進を図った。 

 ・委嘱数 37 人 （全体 1,461 人委嘱） 

国際課 
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（３）欧米豪など新規市場に向けた効果的な情報発信 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

欧米観光客誘致

ガイドブック等

活用事業 

(19,367 千円) 

「ミシュラン・グリーンガイド  富山ＷＥＢ版（仏

語・英語版）」や世界 NO.１の訪日観光客向けポータルサ

イトを活用し、欧米からの誘客促進を図った。 

観光振興室 

ロシア観光客誘

致促進事業 

 (5,315 千円) 

  ロシア沿海地方友好提携 25 周年記念友好訪問団の派

遣に併せ、観光訪問団を派遣し、韓国・ロシアにおいて、

現地旅行会社等への観光ＰＲを実施した。 

観光振興室 

伏木富山港クル

ーズ拠点化推進

事業 

(13,917 千円) 

国内外のクルーズ船社、旅行会社等への誘致活動の強

化、欧州船社、中国旅行会社等を対象とした招請事業の

実施、クルーズ見本市（米国）への出展等により、伏木

富山港の港湾機能や本県の多彩な魅力について、広くＰ

Ｒを実施した。 

観光振興室 

 

（４）東アジア・東南アジアからのリピーター拡大 

事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

台湾誘客強化事

業 

(3,671 千円) 

現地で観光ＰＲイベントを実施し、台湾からのさらな

る誘客促進を図った。 

観光振興室  

台湾冬季誘客促

進ＰＲ事業 

 (3,327 千円) 

冬季の着地型観光商品の造成に対する支援や旅行会

社の招聘等を実施し、台湾からの冬季誘客促進を図っ

た。 

観光振興室  

冬の台北便冬季

観光魅力アピー

ル事業 

(10,974 千円) 

台湾の著名人が本県の冬季観光の魅力を紹介する番

組を制作し、台湾など海外で放映し、冬季誘客促進を図

った。 

観光振興室  

富山－台北便活

性化誘客推進事

業 

(45,110 千円) 

 台北－富山便を利用する富山ツアーを催行した台湾

の旅行会社を支援し、台湾からの誘客促進を図った。 

 

観光振興室  

 

台湾観光案内サ

ポーター設置事

業 

(953 千円) 

 台湾出身の観光案内サポーターを設置し、繁体字での

情報発信や観光事業者と台湾人観光客とのコミュニケ

ーションを支援した。 

観光振興室  
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

香港誘客強化事

業 

(2,062 千円) 

現地の旅行会社等を対象とした観光説明会を実施し、

香港からのさらなる誘客促進を図った。 

観光振興室  

香港観光客誘致

コンサルティン

グ業務委託事業 

(1,800 千円) 

現地旅行会社等との連絡調整、情報収集を行うコーデ

ィネータを配置し、香港からのさらなる誘客促進を図っ

た。 

観光振興室  

中国ＡＮＡ等連

携プロモーショ

ン事業 

（7,709 千円) 

ＡＮＡ等と連携した現地旅行会社・メディア招聘や現

地観光プロモーションを実施し、中国からの誘客促進を

図った。 

観光振興室  

上海ＦＩＴ（外 

国人個人旅行者） 

誘客促進ＰＲ事業 

 (1,200 千円) 

中国ＳＮＳを活用した情報発信等を行い、上海等から

の個人旅行者の誘客促進を図った。 

観光振興室 

中国便利用促進

に向けた観光客

誘客促進事業 

(18,340 千円) 

 上海－富山便、大連－富山便を利用する富山ツアーを

催行した中国の旅行会社を支援し、中国からの誘客促進

を図った。 

観光振興室 

韓国誘客強化事

業 

(17,720 千円) 

 ソウル－富山便を利用する富山ツアーを催行した韓

国の旅行会社への支援等により、韓国からの誘客促進を

図った。 

観光振興室 

観光客誘致広告

支援事業 

(3,959 千円) 

 中国、韓国の旅行業者等が企画・催行する富山県向け

旅行商品の広告製作を支援し、誘客促進を図った。 

観光振興室 

東南アジアＡＮ

Ａ等連携プロモ

ーション事業 

(15,114 千円) 

ＡＮＡ等と連携し、現地旅行会社の招聘、現地旅行博

への出展、富山－羽田便を利用した旅行商品の造成支援

の実施等により、東南アジアからの誘客促進を図った。 

観光振興室 

大連事務所運営

費 

(21,834 千円) 

 

 富山県と中国との交流拡大を推進する大連事務所を

拠点にし、観光振興のための各種取組みを展開し、中国

からの観光客の誘致促進を図った。 

・「大連日本商品展覧会」、「天皇誕生日祝賀レセプシ

ョン（瀋陽、大連）」等での観光ＰＲ活動 

・中国の旅行会社等との面談、情報収集、ＰＲ 等 

国際課 
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事 業 名 

（事  業  費）  
実 施 状 況 担 当 課 

とやまの農林水

産物輸出促進事

業 

(16,238 千円) 

 

県産農林水産物の海外への輸出を促進するための各

種施策を展開し、海外に向けて県産農林水産物の魅力を

発信した。 

 ・香港、台湾、シンガポール、タイの食品バイヤーと

の県内商談会の開催 

 ・香港フード・エキスポへの参加 

・シンガポール「Food Japan」への参加 など 

農林水産企

画課 
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６ コンベンションの誘致促進：国際会議も富山で開こう 

 

（１）国際会議の誘致強化 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

国際会議「富山

で開こう。」推進

事業 

 （3,041 千円） 

ＩＣＣＡ(国際会議協会)への加盟、及びデータベース

を活用した国際会議誘致の強化や、国際会議サポーター

の育成、飲食店等の外国語表記に対する支援を実施し

た。 

また、大学教員等、県内のコンベンション主催者を対

象に本県の支援制度等を紹介するセミナーを実施した。 

（平成 30 年 2 月 23 日） 

観光振興室 

 

（２）本県の特色等を活かした戦略的なコンベンション誘致 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

(公財)富山コン

ベンションビュ

ーロー補助金 

(14,847 千円) 

(公財)富山コンベンションビューローの運営経費等

に補助し、当該団体が実施する主催者支援事業及び誘致

活動等を支援した。 

観光振興室 

コンベンション

指導情報提供業

務委託事業 

(5,000 千円) 

本県の代表的なコンベンション施設である富山国際

会議場を運営する富山大手町コンベンション(株)を活

用し、県や主催者への情報提供、施設の利用調整等を実

施した。 

観光振興室 

コンベンション

誘致促進事業 

(2,675 千円) 

 

コンベンションに関する情報をデータベース化し、コ

ンベンションの誘致を効果的に実施した。また、コンベ

ンション参加者の満足度向上を図るため、会場において

運営補助を行なうスタッフを配置するとともに、観光案

内等を行うインフォメーションコーナーを設置した。 

観光振興室 

コンベンション

誘致宣伝事業 

(1,149 千円) 

 

本県の優れたコンベンション開催環境をアピールす

るために、商談会への出展や主催者招へい事業を実施し

た。本県のコンベンション開催支援制度等をＰＲすると

ともに、会議施設や宿泊施設、エクスカーションのモデ

ルコース等を視察してもらうなど、コンベンションの誘

致に努めた。 

 ・商談会 平成 30 年 2 月 28 日（東京） 

・国際会議キーパーソン招へい・商談会 

平成 30 年 2 月 26 日～27 日（富山）3 月 1 日（東京） 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

誘致訪問活動 

(1,055 千円) 

県内及び首都圏等において、コンベンションの主催者

等を訪問し、積極的な誘致活動を展開し、本県へのコン

ベンション開催の誘致促進を図った。 

観光振興室 

「富山で合宿！」

誘致事業 

(12,277 千円) 

 県外の大学、短大、高校等が県内で行うクラブ、サー

クル等の合宿に係る費用の一部を助成し、富山県への合

宿の誘致促進を図った。 

 ・補助実績 86 団体 

地域振興課 

 

（３）主催者のニーズに配慮した支援制度の充実 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

富山国際会議場

運営費補助金 

(28,597 千円) 

本県の代表的なコンベンション施設である富山国際

会議場の運営等を支援した。 

観光振興室 

学会等開催補助

金 

(15,450 千円) 

学会等の開催に係る費用の一部を助成し、誘致促進を

図った。 

 ・補助件数 30 件 

観光振興室 

 

（４）富山の魅力を活かしたユニークベニューやアフターコンベンション等の提案 

事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

コンベンション

タクシー助成事

業 

 (441 千円) 

 県外からのコンベンション参加者が県内を観光する

際のタクシー料金の一部を助成することにより、アフタ

ーコンベンションを支援した。 

 ・補助件数 104 件 

観光振興室 
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事 業 名 

（事 業 費） 
実 施 状 況 担 当 課 

おもてなしタク

シードライバー

養成事業（再掲） 

(923 千円) 

タクシー利用者の満足度向上を図るため、質の高いおも

てなしやきめ細やかなサービスを提供できる「おもてな

しタクシードライバー」を表彰し、ドライバーの接遇や

サービス意識の向上を図った。 

・養成研修：平成 29 年 9 月 4 日 

・表彰  ：平成 29 年 12 月 3 日、表彰者 18 人 

コンベンションタクシーを担当するドライバーを主

に対象とした「観光ガイドドライバー養成講座」を開催

し、観光案内や接遇等、おもてなし力の向上を図った。 

 ・平成 29 年 7 月 24 日・27 日、8 月 8 日 

・参加者 51 人 

来県者に心地良くタクシーに乗車していただくため、

関係者間で協議し、おもてなしの機運を高めることを目

的とした「タクシードライバー接遇ブラシュアップ会

議」を開催した。 

・平成 29 年 5 月 18 日、8 月 3 日、12 月 25 日 

観光振興室 

 

 


